
N
B

N

FF
O

OH

カキドオシ抽出物は表皮ケラチノサイトへのグルタチオン合成量を上昇し、
 過酸化脂質による酸化ダメージとカルボニル化を抑制する。
 ○森口 正太郎 1、樋口 大樹 1、大西 一禎 1  ( 1 .  株式会社コスモビューティー )

1.カキドオシ抽出物調製方法

カ キ ド オ シ 乾 燥 葉 1 部 に 対 し 、 5 0  % エ タ ノ ー ル 水 溶 液 を 1 0 部 加 え 、 室 温 に て 1 週 間 静 置 し 、

抽 出 し た 。 素 材 を 除 去 し 、 0 . 2  μ m の セ ル ロ ー ス ア セ テ ー ト フ ィ ル タ ー で ろ 過 し 、 抽 出 物 を

得 た 。 得 ら れ た 抽 出 物 を 用 い て 各 試 験 を 行 っ た 。 抽 出 物 の 固 形 分 は 、 2 . 6 1  % 含 ま れ て い た 。
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Dunnett  test(n=6)
*:p<0.05

カキドオシについて

･ 分 類 ：  シ ソ 科 の 多 年 草

･ 分 布 ：  日 本 や 東 ア ジ ア に 広 く 分 布

･ 特 徴 ：  春 か ら 初 夏 に 紫 色 の 花 を 咲 か せ る

･ 生 薬 名 ：  連 銭 草 （ れ ん せ ん そ う ）

･ 利 用 ：  古 く か ら 漢 方 や 民 間 薬 と し て 活 用

･ 成 分 ：  ロ ス マ リ ン 酸 、 ウ ル ソ ー ル 酸

  ポ リ フ ェ ノ ー ル 類 を 含 む

･ 作 用 ：  抗 酸 化 作 用 、 抗 菌 作 用 、 利 尿 作 用

  抗 炎 症 作 用 腎 臓 ・ 肝 臓 の 機 能 を 助 け る

カキドオシ
(Glechoma hederacea)

過 酸 化 脂 質 の モ デ ル 化 合 物 で あ る t e r t - ブ チ ル ヒ ド ロ キ シ ペ ル オ キ シ ド ( T B H P ) を

用 い て 、 刺 激 を 与 え る 条 件 と カ キ ド オ シ 抽 出 物 が も た ら す 緩 和 作 用 に つ い て 検 証 を

行 っ た 。
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カキドオシ抽出物による細胞損傷緩和作用
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過酸化脂質抑制効果

TBHP 未暴露 TBHP 250 μM 2時間暴露
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T B H P を 暴 露 し た 細 胞 に 、 過 酸 化 脂 質 の 発 生 を 蛍 光 色 素 で 確 認 し た 。

抽 出 物 添 加
C O 2 イ ン キ ュ ベ ー タ ー 内

3 7  ℃ 、 2 4 時 間 培 養

細 胞 内 で 生 じ た 過 酸 化 脂 質 は 、 タ ン パ ク 質 と 反 応 し 、 カ ル ボ ニ ル 化 タ ン パ ク 質 を 発 生 さ せ

る 。 T B H P を 暴 露 し 、 fluorescein-5-thiosemicarbazide(FTSC)に て カ ル ボ ニ ル 化 タ ン パ ク 質 を 検 出 し た 。

カ キ ド オ シ 抽 出 物 に は 主 成 分 と し て ロ ス マ リ ン 酸 が

約 2 5 0  p p m 含 ま れ て い る こ と が 確 認 で き た 。

カ キ ド オ シ 抽 出 物 1 0 倍 希 釈

移 動 相 A  : 0 . 1 % ギ 酸 水 溶 液

移 動 相 B  : ア セ ト ニ ト リ ル

溶 出   ： グ ラ ジ エ ン ト

流 速 :  ： 0 . 5  m l / m i n

カ ラ ム :  ： C 1 8  3 . 0 × 1 5 0  m m

  粒 子 径 2 . 7 μ m

カ ラ ム 温 度 : 4 0 ℃

注 入 量  ： 2  μ L

測 定 波 長  ： 3 2 0  n m

ロ ス マ リ ン 酸 標 準 品  5 0 p p m
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2.カキドオシ抽出物の成分分析、ロスマリン酸の定量

3.細胞操作

正 常 表 皮 ヒ ト ケ ラ チ ノ サ イ ト ( N H E K ) を 1 0 c m シ ャ ー レ に サ ブ コ ン フ ル エ ン ト ま で 培 養 し
た 。 培 養 後 、 9 6 ウ ェ ル プ レ ー ト に 2 . 0 × 1 0 4  c e l l / w e l l で 播 種 し 、 C O ２ イ ン キ ュ ベ ー
タ ー 内 で 2 4 時 間 培 養 し た 。 抽 出 物 を 添 加 し 、 2 4 時 間 後 に そ れ ぞ れ の 試 験 を 実 施 し た 。

4.グルタチオン合成促進効果

結 果

カ キ ド オ シ 抽 出 物 は 、 表 皮 角 化 細 胞 内 の グ ル タ チ オ ン 量 を 上 昇 さ せ た 。

細 胞 を 溶 解 し 、

総 グ ル タ チ オ ン 量 を 定 量
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5.過酸化脂質暴露検討及び細胞損傷緩和作用

結 果

暴 露 2 4 時 間 後

N R ア ッ セ イ で 生 存 率 を 確 認

6.過酸化脂質抑制効果

7.カルボニル化タンパク質生成抑制効果

8.考察・まとめ

K B - 2 に 置 換 し 、
2 4 時 間 培 養

N R ア ッ セ イ

T B H P

2 時 間 暴 露
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( 2 . 0 × 1 0 4  c e l l / w e l l )
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( 2 . 0 × 1 0 4  c e l l / w e l l )
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Control 6.5 μg/ml P.C.

TBHP 250 μM暴露TBHP未暴露

カキドオシ

13 μg/ml

結 果

カ キ ド オ シ 抽 出 物 は 、 T B H P 暴 露 に よ る 過 酸 化 脂 質 の 発 生 を 有 意 に 抑 制 し た 。
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カルボニル化タンパク質の抑制効果
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【 背 景 】

皮 脂 の 役 割 は 皮 膚 を 保 護 す る が 、 紫 外 線 や

常 在 菌 の 影 響 で 酸 化 さ れ 、 過 酸 化 脂 質 に な る

と 様 々 な 皮 膚 ト ラ ブ ル を 引 き 起 こ す 。

【 目 的 】

カ キ ド オ シ 由 来 の ロ ス マ リ ン 酸 が グ ル タ チ

オ ン 量 を 増 加 さ せ る こ と に 着 目 1 ) し 、 細 胞 の

抗 酸 化 力 を 高 め 、 過 酸 化 脂 質 に よ る 刺 激 、 カ

ル ボ ニ ル 化 タ ン パ ク 質 の 生 成 を 抑 制 す る 可 能

性 を 検 証 し た 。

背景と目的

皮 脂 線

酸 化 ス ト レ ス

紫 外 線 ・ 常 在 菌

過 酸 化 脂 質皮 脂

カ ル ボ ニ ル 化
タ ン パ ク 質 の 発 生

バ リ ア 機 能 低 下

炎 症 誘 発

結 果

カ キ ド オ シ 抽 出 物 は 過 酸 化 脂 質 に よ る

細 胞 損 傷 を 緩 和 し た 。

TBHP暴露

結 果

カ キ ド オ シ 抽 出 物 は 、 脂 質 酸 化 ス ト レ ス で 生 じ る カ ル ボ ニ ル 化 タ ン パ ク 質 の 生

成 を 抑 す る こ と が 確 認 さ れ た 。

カキドオシ抽出物過 酸 化 脂 質

酸 化 ス ト レ ス
( 脂 質 由 来 活 性 酸 素 種 の 発 生 )

② カ ル ボ ニ ル 化 タ ン パ ク 質 の 発 生① 細 胞 損 傷

グ ル タ チ オ ン 合 成 ⇑
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【 ま と め 】

カ キ ド オ シ 抽 出 物 の 効 果

① グ ル タ チ オ ン 合 成 を 促 進

② 脂 質 酸 化 ス ト レ ス を 軽 減

③ 細 胞 損 傷 緩 和

④ カ ル ボ ニ ル 化 タ ン パ ク 質 生 成 抑 制

【 考 察 】

ロ ス マ リ ン 酸 は N e f 2 - k e e p 1 経 由

で グ ル タ チ オ ン 合 成 酵 素 の 発 現 量 を 上

昇 さ せ る 1 ) 。

カ キ ド オ シ 抽 出 物 は ロ ス マ リ ン 酸 が

主 成 分 で あ り 、 こ の シ グ ナ ル 経 路 が 起

因 し て い る と 考 え ら れ る 。

ケラチノサイト

引 用 文 献
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Dunnnet test
(n=5)

***:x<0.001

Dunnet test(n=6)
***:x<0.001
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日 本 薬 学 会 第 1 4 5 年 会 利 益 相 反 の 開 示 発 表 者 名 ： 森 口 正 太 郎

私 は 今 回 の 演 題 に 関 連 し て 開 示 す べ き 利 益 相 反 は あ り ま せ ん 。

演題番
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